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ヒト膵がん細胞 BxPC-3 及びヒト大腸がん細胞 DLD-1 を，BALB/c-nu/nu 系統のヌードマウ
スの皮下に移植し形成された腫瘍を実験に用いた．測定はマウスを麻酔した状態で in situ で行
った．自家蛍光ハイパースペクトルシステムによる測定では，励起波長はモノクロメーターを用
いて 250 nm から 500 nm の間の任意の波長を照射した．検出には，400 nm から 780 nm まで
の領域を 40 nm おきに，フィルター式分光器と CCD を用いた．イメージ像の主成分分析には
MATLAB を用いた．ラマン分光測定では，励起光には波長 785 nm のダイオードレーザー，ラ
マン散乱光の検出に CCD を用いた．腫瘍組織に直接，中空ファイバーラマンプローブの先端を
押し当て測定した(2)．ラマンスペクトルの多変量解析には The Unscrambler を用いた．測定後，
組織の凍結標本より切片を作製し HE 染色を行い，顕微鏡で組織を観察した． 
 
自家蛍光測定では，340 nm で励起し，460 nm で検出すると，イメージの一部にはっきりと
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